
「強靭で持続可能な水道システムの構築

八戸圏域水道企業団

～水道カルテから考える水道の基盤強化～」



〇八戸圏域水道企業団

 給水人口：289,008人(R6)
 給水面積：473.8k㎡
 一日最大配水量：86,286㎥
(一日平均配水量：81,368㎥)

 職員数：153名

昭和61年4月1日
末端給水型広域水道事業を開始
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 浄水場：３箇所

 配水池(塔)
：36箇所(51池)

 管路総延長：約2,288㎞
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 給水人口：平成14年度を
ピークに減少

 給水世帯：横ばい傾向

 配水量、有収水量：
平成9年度をピークに減少傾向

 有収率：前年度より減少
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グループⅡ－２

 料金回収率：101％
 基幹管路の耐震適合率：73％

・・・・全国平均＋31ポイント
 浄水施設の耐震化率：42％

・・・・全国平均－1ポイント
 配水池の耐震化率：50％

・・・・全国平均－13ポイント
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102% 105% 120% 95% 98% 47% 86% 92% 124% 116% 98% 101% 100% 147% 86% 41% 101% 110% 68% 109% 101% 117% 88% 66% 124% 113% 116% 131%

3,332円 4,519円 3,922円 4,925円 5,643円 3,080円 5,390円 4,345円 3,080円 5,049円 4,708円 5,032円 4,961円 4,576円 4,510円 5,921円 4,532円 4,961円 3,069円 5,929円 4,200円 2,728円 6,017円 4,675円 3,410円 3,428円 5,368円 4,035円 －

基幹管路の
耐震適合率

42% 47% 52% 7% 36% 60% 26% 12% 2% 29% 0% － 65% － － 5% 20% 73% 0% 59% 43% 56% 28% 52% 61% 17% 0% 63% 64%

浄水施設 43% 42% 15% － 0% 81% 14% 85% 0% 0% 100% － 81% － － 0% 0% 42% 0% － 0% 33% 0% 10% 0% 0% － 100% 100%

配水池 63% 51% 50% 100% 0% 78% 33% 92% 0% 5% 73% 100% 2% 100% 0% 0% 0% 50% 0% 44% 82% 83% 0% 8% 0% 22% 0% 51% －

事業者名

グループ

料金回収率（令和４年度）

<参考>

１か月の水道料金

耐震化率等

（令和４年
度）

八戸圏域水道企業団
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〇耐震化の推進に係る取組みと課題
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昭和43年5月
十勝沖地震

昭和49年
S形ダクタイル鉄管φ1000採用

平成6年12月
三陸はるか沖地震

平成8年3月
S形・SⅡ形ダクタイル鉄管全面採用

平成9年2月
NS形ダクタイル鉄管(φ75～250)採用

平成13年
NS形ダクタイル鉄管(φ300～450)採用

平成18年
NS形ダクタイル鉄管(φ500～1000)採用

平成27年1月
GX形ダクタイル鉄管(φ75～250)採用

平成29年2月
GX形ダクタイル鉄管(φ300,φ400)採用

〇基幹管路の耐震化
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〇耐震継手講習会の開催

耐震管（S，SⅡ，KF）施工技術講習会昭和56年6月

同上昭和63年1月

同上昭和63年5月

同上昭和63年6月

同上平成元年6月

同上平成7年9月

同上平成7年10月

耐震管（NS）設計施工管理講習会平成8年3月

UF，US継手接合要領現場説明会平成8年7月

耐震管（NS）設計施工管理講習会平成9年8月

同上平成10年3月

耐震管（S）設計施工管理講習会平成10年4月

耐震管（NS，SⅡ）設計施工管理講習会平成11年1月

同上平成12年3月

同上平成12年9月

「配水管工技能講習会」受託開催平成23年～
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𝑘௛ = ⊿ଵ･⊿ଶ･⊿ଷ･𝑘௢
𝑘௛：設計水平震度
⊿ଵ：地域係数 1.0
⊿ଶ：地盤の種別による補正係数 1.0
⊿ଷ：構造物の種別による補正係数 1.0
𝑘௢：0.2

〇浄水施設及び配水池の耐震性能

耐震強度不足
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〇料金改定に対する考えや現状
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〇第4次水道事業総合計画で設定した目標条件

 純利益：計画期間において料金改定を

 企業債：残高を減少させること

行うことなく純利益を確保すること
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〇住民の水道への理解醸成を加速化
させる取組み

11



水道水の安全性や災害時における復旧状況を含め、お客
様が必要とする情報を的確に把握し、様々な情報発信手
段を通して水道サービスの「みえる化」を進め、お客様
との双方向コミュニケーションを充実させる

 水道週間行事(水道フェスタ(フォトコンテスト・
ポスターコンクール))など各種イベント

 水道ワークショップin白山浄水場
 浄水場見学会
 蟹沢水源涵養林清掃
 蟹沢ウォーク
 馬淵川源流探訪バスツアー
 老人福祉大学出張講座
 水道工事現場見学会(工業高校生徒対象)の実施
 公式Ｘ(旧Twitter)の運用開始

〇「みえる化の充実」広報活動
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〇「デザイン水飲み場」広報活動
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